
（平成11年11月10日 顕彰）

【 略歴 】
大正１０年１２月２２日　松江市灘町で出生
島 根 県 商 工 労 働 部 長 、島 根 県 教 育 委員会 教 育 長を就
任後、昭和５２年１０月から3期１２年にわたり松江市長。
市 財 政 再 建 、都 市 基 盤 整 備 、産 業 振 興に貢 献 。国 体 、
市 制１００周 年 記 念 事 業 の 第 2 1 回 全 国 菓 子 大 博 覧 会
の成功に尽力。
    　   　（松江市勢要覧より）

名誉市民章

【1921～2000 】中村芳二郎 氏
な か  む ら 　 よ し 　 じ 　 ろ う

松江市名誉市民
知ってお

きたい

中村松江市長時代に松江市総合文化センターは建設され、1986年、その中に松江
市立図書館が開館しました。市長退任後、１９９4年には松江市総合文化センター館長
に就任。松江市立図書館にとって、とても関係が深い方です。

第１回

松江市では、市民又は本市において縁故の深い方で、公共の福祉の増進や文化の
進展に寄与した方を「松江市名誉市民」とし、その功績を称えています。現在24名
の方にこの称号が贈られています。これからシリーズで1名づつ紹介していきます。
郷土の誇りとして、いつまでも私たちの心に刻んでいきたいですね。

主な碑・銅像の所在地一覧

＜参考にした資料＞『松江の碑を訪ねて』（くにびき学園第20期社会文化科／発行）、『松江の碑（松江市ふるさと文庫17）』（安部 登／著）、『島根県歴史人物事典』（山陰中央新報社／発行）
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戦国武将。尾張（愛知県）の地に生
まれ茂助と呼ばれました。関ヶ原
合戦の功績により、出雲・隠岐
24万石を与えられ、富田城（広瀬
町）主となりました。やがて、松
江へ城地移転を決定し、築城と城
下町の建設を行いました。

（銅像　松江城大手前）

松江開府の祖

堀尾 吉晴
ほ り 　 お よ し  は る
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内　容

表　紙　堀尾吉晴公の銅像
見開き　松江ゆかりの人々　−館報ちどり第100号記念−
裏表紙　郷土の栞　松江市名誉市民シリーズ「中村芳二郎氏」
　　　　主な碑・銅像の所在地一覧



　松平直政は、結城秀康の三男、徳川家康の
孫にあたります。松江に入国した直政は、家
老以下の諸役人に六カ条の方針を示し、社領、
寺領の寄進、造営、教育をおこしました。また
治水、産業開発などにも力を注ぎ松江藩政の
基礎を築きました。66歳で亡くなりました。

No.100中学校教諭、小泉八雲を支えた人
　松江市雑賀町に生まれる。生家は松江藩士。

沢野修輔の塾に学び、第一番小学（現在の雑賀小
　　 学校）、島根県尋常中学校と進みました。第一番小学
時代には若槻礼次郎、岸清一とともに将来有望な俊才と期待されまし
た。千太郎は、公私にわたりハーン（小泉八雲）の日本の暮らしの支え
手となりました。誠実な人柄は八雲の心をとらえ、二人の友情は松江
を離れてからも続きました。
　36歳、若くして病により亡くなりましたが、千太郎の教育に対する
あくなき探究心は、多くの教え子によって現在にひきつがれています。

西田千太郎日記　島根郷土資料刊行会／発行
小泉八雲と松江時代　池野 誠／著
思い出の記　小泉節子／著

　鳥取市に生まれる。兄、福田平治の影響を
受けた与志は、目や耳の不自由な子どもが学
校へ通うことなど考えられなかった時代にあ
りながら、幾多の苦難に見舞われますが、盲
ろう教育を推進していくために山陰で初めて

「松江私立盲唖学校」を創設しました。
　しかし、寄宿舎が完成してまもなく体調をくずし、40歳のときに生
徒たちに見守られながら亡くなりました。

松江藩の危機を救ったといわれる
芸妓さん
　松江藩士の娘として生まれる。お加代は松
江藩を糾弾しようと派遣された山陰道鎮撫使
一行の難題に機転を利かし、刀に刺したかま
ぼこを突き出されると平然として口で受けま
した。お加代の度胸に一行の態度は和らぎ、
家老の切腹の危機を救ったといわれています。
郷土の一大事を救った臨機応変の出来事は大
阪でも芝居として上演されるなど全国的に知
られることとなりました。
　石橋町光徳寺に「お加代地蔵」とお墓があります。

　松江市法吉町に生まれる。太兵衛がつくっ
た佐陀川は、宍道湖から鹿島町を通って日本
海に流れています。松江藩に仕える太兵衛
は、進んだ考えとすぐれた技術で日本海へ流
すべき大工事を数万人の人々を指揮して工事
にあたりました。全長12km、幅36mにも及
ぶ容易ならぬ難工事でしたが、水害の苦しみ
は少なくなりました。今でも治水に役立って
います。完成目前、76歳で亡くなりました。

松江藩初代藩主

島根県初の内閣総理大臣
　松江市雑賀町に生まれる。小学校のころか
ら両親の仕事を手伝い家事を助けながら通学
しました。
　常に勉強熱心だった礼次郎は、やがて帝国
大学（現在の東京大学）法科大学に入学し、
首席で卒業しました。
　学生時代は積極的にスポーツにも取り組
み、柔道は二段、弓道、剣道など文武両道に努め、ボートレースや登
山も楽しみました。
　大学卒業後は大蔵大臣、内務大臣を務め、大正15年と昭和６年は、
２度にわたり総理大臣として内閣を組織しました。昭和５年ロンドン
における軍縮会議には日本代表して参加するなど、困難な国家財政に
立ち向かいました。83歳で亡くなりました。

西田 千太郎
に し 　 だ せ ん 　 た 　 ろ う

清原 太兵衛
 た  　 へ  　 えき よ  は ら

福田 与志
ふ く 　 だ  よ  　 し

松平 直政
ま つ だ い ら な お  ま さ

若槻 礼次郎
わ か  つ き れ い 　 じ 　 ろ う

【1862 ～ 1897】

【1601 ～ 1666】

【1711 ～ 1787】

【1866 ～ 1949】

【1872 ～ 1912】

【1842 ～ 1918】

館報ちどりは、おかげさまで第100号を迎えることができました。
これからも親しみやすいテーマで情報をお届けしていきたいと思い
ます。今回は、「館報ちどり第100号記念」として、これまで館報ちど
りに登場した人物と、作成にあたり参考になった本を紹介します。

玄丹お加代
げ ん  た ん か　 よ

参考資料 館報ちどり
No.70

松江松平藩祖直政公と逸話　小林布善／著
増補松江城物語　島田成矩／著
松江藩　石井 悠／著

参考資料 館報ちどり
No.74

福田平治翁自伝　山陰社会事業の父　福田平治／著
ありのまま記　過去70余年懺悔に代えて　福田平治／著
花守りのひと　盲ろう児の未来を拓いた福田与志　まつえ女性史を学ぶ会／発行

参考資料 館報ちどり
No.74

松江人物ものがたり －近世・近代に生きた人たち－ 松江市教育委員会／発行
古風庵回顧録　若槻禮次郎自傳　若槻禮次郎／著
明治百年 島根の百傑　島根県教育委員会／発行

参考資料 館報ちどり
No.78

園山俊二と心優しき仲間たち　朝日新聞／発行
「がんばれゴンベ」と園山俊二　城西ふるさと楽会・園山俊二を語る会／編
国境の二人　園山俊二／著

参考資料 館報ちどり
No.31,45島根県歴史人物事典　島根県歴史人物事典刊行委員会／編

小説「玄丹お加代」　村松駿吉／作
松江開府400年　続 松江藩の時代　乾 隆明／編著

参考資料 館報ちどり
No.87

小説・治水の偉人　清原太兵衛　寺井敏夫／著
児童文学・川を作った人　清原太兵衛　村尾靖子／作　高田 勲／絵
清原太兵衛　清原太兵衛顕彰会／発行

参考資料
館報ちどり
No.53

松江出身の漫画家
　松江市外中原町に生まれる。おりづる幼稚
園、附属小学校、附属中学校、新制松江高校（現
在北高校）、早稲田大学に入学後早稲田漫画
研究会を創設し、『がんばれゴンベ』でプロ
デビューしました。『ギャートルズ』（第22回
文芸春秋漫画賞受賞）、『がんばれゴンベ』（日本漫画家協会特別賞受賞）、

『ペエスケ』は連載3764回で最終回。1993年、57歳で亡くなりました。

園山 俊二
そ の  や ま しゅん じ

【1935 ～ 1993】

日本で初めて盲ろう教育をはじめた女性

館報ちどり第100号記念

没後120年

(2017)

佐陀川開削の功労者

没後350年

(2016)

　 人 物 　
園 山　俊 二
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岸　　清 一
小 泉　八 雲
福 田　与 志

　　号　　数
第31・45号
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第48・61・63・66・92号
第62号
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西田千太郎
玄丹お加代
堀 尾　吉 晴
松 平　直 政
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第66号
第70号
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第73号
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銅像：県庁前
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胸像：白潟公園

銅像：県庁前
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きゅう だん ちん　ぶ　 し


